
エコマテリアルフォーラムロワークショップ

んな

鉄鋼材料は エコ

平成27年2月 12日

新日鐵住金株式会社
小野 透

■鯛熱鉱“

「エコ素材つて、何だ ?」

O天然素材 ?

Oリサイクルされた素材 ?

O地球にやさしい素材 ?

合
O誰に使われるのか ?

0どのように使われるのか ?
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「自動車にとつてのエコ素材とは」

①環境負荷低減や省エネに貢献する素材

②製造に伴う環境負荷が低い素材

③リサイクル性に優れた素材

*量産性、加工性、経済性は必要条件

■照縄 に,▲ t

自動車生産台数 (万台)
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自動車に関するFacts

出典 :日 本自動車工業会

地域 2011年 2011年 2012年

日本

アメリカ

中国

世界

日本

アメリカ

中国

世界

840

866

1′842

8′005

7,613万台

2億5,150万台

生億944万台

11億生′146万台

597 (466)

801 (385)

79 (38)

158 (110)

994

1,033

生,927

8′422

963

1,105

2,212

8′725

自 動 車 保 有 台 数 (2012年 末 ) 出典 :日 本 自動車工業会、WHO

地域 1000人当たり(うち乗用車 )
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■

日 環境負荷低減や省エネに貢献する素材

習 盟 紺議呻L私 t
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環境負荷低減や省エネに貢献する素材

自動車軽量化を実現するエコ素材

ハイテン:440～ 590

ハイテン:780～990

越 ハ イァン :11も U～ lrも U

ハイテン:440～ 540

ハイテン:590

ハイテン:690

雷盟蕉:醜中…

板用ハイテン:340～ 370 成型加工性
耐デント性|
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自動車用鋼板に求められる特性

1970年以前 1970年代 1980年代  1990年代 2000年代  2010年代

環境負荷低減や省エネに貢献する素材

八イテン～超八イテン

(780～ 980メガパスカル級)

0 2015 NIPPON STEEL&SUヽ IITOWIOヽlETAL CORPORttTION A■ Rights Reserved   7

環境負荷低減や省エネに貢献する素材

開晃材

と 理龍雷瓶 _,A[

優

車両軽量化への挑戦
開発材

(高成形性材)

Ⅲ

廷性

1

ギガ′

従来材

劣

○ の大きさは台当たりの使用率イメージ

低                 材料強度              .↓癬眸高

鋼板の常識を覆す高成形性超ハイテン

従来材を超える高強度と優れた成形性を同時に実現

組織写真 組織写真
F汗]発材 :

12ギガバスカル去及

高成形性

超ハイテン材の組織

守 硬質相B

超ハイテンを使用した

センターピラーインナー

⑥ユニプレス(株 )

●
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｂ

八イテン

(～590メガ
パスカル級)

軟らかい鋼板
一般的な八イテン

(～

“

0メガパスカル級)

耐久強度 動的圧潰強度張り剛性・ 1 耐デント性・ 2 部材剛性
部 品

◎ ○外板 ドアアウター など
○ O◎ ○内板 フロアー など

◎ O ○
フロントレー

'レリアピラー など

⑥ ○ ◎
フロントサイドメンパー

サイドン,レ など
〇 ○ ◎ドアガード′ヽ― など

構造

部材

◎ ◎
サスペンションアーム

ホイールディスクなど
床下
部材

ヤング率 強 度 強  度
3

ヤング率
■ 4

降伏強度板厚以外で特‖生を
支配する材料因子

ど報紺漱中LA

凡例 r'硬 質相A   r)軟 質相
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自動車を支える先端商品・技術
環境負荷低減や省エネに貢献する素材

仕
ミ

蔦Aハイテン

葛a匠求イール用ハイテン

自動車を支える先端商品 日技術

■理鶏田毬LA

中

低憂瓢 姐 室f函

ネ

目節 蝉 ユ闇

H曽霞ポルト用日

マフラー用テタン合全

【 即 晒 ▲¬こ il邸・モ三LiS l_■ :士 fiH

スタピライザー隔嗣曽

刹峰 輩 こ
・

・… E

坤 ・・ヽ‐r irrBョ、ヽξ
ェ ■
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環境負荷低減や省エネに貢献する素材

0

//

0

0

声u口鍼 l工性飼

uB館 材こ1

リテウムイオン電拍口喝膝 鳳ま,S騒

中

〕昭 性ステンレスロ

鰤 電池セ′マレータ材

スー,(―フォージ

一体蔵形′tイプ トラック・′〔ス用画 瞑
アルミ市イールf― :9'ブライD

醸 田 架ぼ報

ぱ
ステールタイヤコード脚

阿
トーシヨンピーム閥 L

賞罰工′ヽイドロフォーム技術

外観用ハイテン 440BH CR′ GA

』砂

嗚

耐 瀧 L処聯  (GAl

良`咸形協個ハイテン

V的 韓・IS閉

撹
□′ヽイテンB虚形技術

騒邸!躍予箪=Щ4

SPOT涸簿 簡

題′ヽイテン潜と横術

●サスペンシヨン

0ポデー骨格

目ヨ瞑非H買日

洋
渭菫瞑クラッキングコンロッド誨

蔦4自分ばれ用い,

塾
0お o
D傘 も

|■   1上
`

■

―

舗

0パワートレイン・ドライプンヤフト

講 遍エキマ三日

EGRク ーラー用フェライト頚日鶴

〇
自皮題 仮 (ハイカーボン)

H圧ネ〓ガス中で0求崩 性
「

■睛

0′マワートレイン・ドライプシャフト

/
エア′{ッグ・インフレータ蕊

と 平齋
キー

富4Hコモンレール用鋼

クリーン・デイーゼル用撻H瞑常雷

富霞
"菫

Hガスケット用ステンレスロ

静
― 蔦強H】スケット隠ステンレスロ

mI硝 田 酷ステンレスロ

転
ゴ

剛
エンジン′(ル プ用テタン合金

永久磁石
=リ

ターダ

′ヽイライトコア°

リチウムイオ加 リートi顎三″幅

LAMINEttGrre

ンルプラスビ

PLM― _… 側ツリューション

l
廟箔メ|ワ ル担体

脳 造技術

贈処理歪)解析技術

■照 餌亀監了̀
t
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②製造に伴う環境負荷が低い素材

』 盟 鮨 中 〔 奥
0 2015 NIPPON STEEL&SUⅣ IITOMOヽ TETAL CORPORATION A■ Rights Reserved  ll

製造に伴う環境負荷が低い素材

鉄鋼製造プロセス:製銑工程

石灰石

製鋼工程 :司

炭素による

鉄鉱石の還元

コークス炉焼結設備
トーピードーカー

い

占 盟 熱議中…
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鉄金田製造プロセス:製鋼工程

精錬工程 :銑鉄+スクラップ → 不純物除去・成分調整 → 溶鋼

鋳造工程 :溶鋼 → 連続鋳造 → スラブロブルーム・ビレット(半製品)

サ

製造に伴う環境負荷が低い素材

◎2015 NIPPON STEEL&SUMITOMO METAL CORPORATION A■ Rights Reserved  13

製造に伴う環境負荷が低い素材

銑鉄

(溶銑 )
ス

■型温鸞温―A[

鉄鋼製造プロセス :製品製造

日 日

圧延、表面処理、熱処理、溶接等により、様々な製品に加工

小径管工場

0

スラブ

→

→

→ 熱延鋼板

熱延 工場

→ ゴ →
連続酸洗設備 冷間圧延設備 連続焼鈍設備 冷延鋼板

掛 ゝ
亜鉛メッキ設備

溶融亜

一形鋼工場

―
臼 厚 板

ロ
厚板工場 ヒ画 →

大径管工場 鋼 管 H形鋼

鋼矢板

■田継話日了江

大形工場
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開発日導入された省エネルギー技術
製造に伴う環境負荷が低い素材

重 油 。石炭

発電所

微粉炭

ブルーム

スラブ

⑥2015 NIPPON STEEL&SUMITOヽ 10 METAL CORPORAT10N A■ Rights Reserved  15

素ヽ材

タービン発電機

コンベアー   冷却コークス
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Ⅲ

転炉

日

゛

コークス乾式消火設備 (CDQ絶。ke Dtt Quench

■理龍餌毬_^ど

従来水により消火していた赤熱コークスを、不活性ガスで消火すると共に顕熱

を蒸気として回収する設備。排熱回収の他、コークス品質向上、環境改善の効

果もある。

現在国内で稼働中の鉄鋼メーカーの全コークス炉に設置済み。

2010年度の回収蒸気量は約1894万 t(C02削減量約▽370万 t′年)

中国等における重要な省エネルギー対策

コークスバケット

ダストキャッチャー

高効率発電
GTCC・ USC

ノ 燃 料

イクル

動燃焼制御
回 収

―クス乾式消火設備

ラリサイクル

高炉 ガ 必 (BFG)|1転 炉 ガ ス (LDG)ヨークス炉ガス (COG)

転炉
潜熱

ガス
・顕熱回収

負荷先拡大によるしDG増回収
OG一IDF回転数制御化
鋼片搬送ライン保温対策
集塵機節電対策
冷却ポンプ容量適正 |ヒ

(小型 fヒ・ 低揚程化)

焼結主JFク ーラー排熱回収

熱片装入

直送圧廷
熱聞研削

ド保l且対策
―夕高効率化

ヒー トパター
スキッ

排熱回収

高効率連続焼鈍設備
蓄熱式′ゞ―ナカロ熱炉

コークス炉

連続メッキ設備

一

「

一

鉱 石

一

←

冷間圧延設備

原料庚JJI腱ニ

:■
熱間圧延設備

コークス炉 排熱ボイラークーリングチヤンバー

循環ファン

■報熱孟 HA

コークス移送台車



副生ガス専焼高効率ガスタービン複合発電
GTCC:Gas Turbine ComЫ n聟

、
Cyde

2004年に稼動した世界最大最高効率の副生ガス専
焼発電設備。

天然ガスの約 1/10と いう低発熱量の副生ガスを
燃料とし、極めて高い発電効率を実現。現在生産

大が続 く中 でも導入が進められている。

製造に伴う環境負荷が低い素材

発電出力:300MW

燃料 :増熱BFG(4.4M」 /Nm3)

タービン入りロガス温

1300°C熱効率 :47.5%

鮮

＞

■

住【̀ 卜h気

Ah

輛
奥

―
に

クス十

“

I籠 【く点静

,11〃 ■ (い 4ザ ム,

日側
"I

故 ぺh

習 盟 触 中 に

“

t

歓ケ、謝

ハ

■君津共同火力HPよ り抜粋
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製造に伴う環境負荷が低い素材

コークス炉による廃プラスチックリサイクル

自治体から搬送さ
れたプラスチツク

造粒物

400/。 コークス炉ガス
発電所 a燃料電池 (将来)

400/0炭化水素油
プラスチック原料・塗料等

200/。 コークス
高炉還元材

既存プロセスを用いて高効率利用

〕卜い・が1で rr,w ,,(,― : 」

鞘I? i 4J「 ′おrⅢ 生、ヽ い

卜,|・ Ⅲ ll '■ い 1ヽ■

“

R:I

既存プロセスを用いて1000/o再資源化

H 新日雲住金 0 2015 NIPPON STEEL&SUヽ IITOⅢIO METAL CORPORATION A■ Rights Reserved  18



日本鉄鋼業の省エネルギーの歴史
製造に伴う環境負荷が低い素材

'70s '80s

73第一次石油危機

1)プロセス革新 化 CCiC A RL

HCRI自 動燃焼制御 等

2)副生ガス効率的利用

臣本

'90s '00s

PCI,石炭調湿 等

人工知能・物流効率化等

ガスホルダー,ACC

'10s～

08‐ 12京都約束期間

次世代コークス炉 等

継続的効率化推進

H2供給,C02分離回収

"

レ

3)排エネ回収  __」 上里翌童二_ギ望望
ラー・リジェネバーナー等 中低温排熱回収・利用

日             HB日 日

“

ロ ロ ロ ロ B8B88日 ‥ Bロ ロ E日 日 日 日 BBレ

4)廃棄物利用  廃プラ・タイヤ ヽ ′`イオマス
→

ダスト・スラッジ

`80 `90 `00 `1
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製造に伴う環境負荷が低い素材

組
渓
―
キ
ミ
祥
Ｈ
К
口
ヽ

`73

鉄鋼業のエネルギー効率国際比較

140 日本のエネfbギー揃率l渉世界最高「

121 123 124 124

120 117
112

104
100

100

136

80

t32

構■  卜R′  中田  フランス  要ロ  インド プラン》  奉■

出所:RITE『 2010年時点のエネルギー原単位の推計』(指数化は日本鉄鋼連盟)

ロンア

プロセス革新
プロセス効率化

副生ガス回収・利用
71‐89省エネ投資3兆円

エネ2096達成

90‐08省エネ投資1.7兆 円
エネ10% (2010)

Ｍ
饗
上
（
祥

罫

回

排熱回収

廃棄物利用

■盟鶴醜…
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日本の省エネ『しギー余地
勝世界最小 ('CJ/+)

2.29 Energy savings Potentiュ lin 201
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馳
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“

o巾 oHFlo B9F

■闇 ェぞd ttdttyl`セ「けm四的 趾t ca■ RB

I1            1  1｀       I

CDQ ttr adttnc白 」ぃこ呼 「thi噂

' 

益 COG rec〔
"efv

i Efnclen叫 9〕甘er Beに 膚的n hm BFEiS

hda  OКD
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019 -
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005
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03S ……

030-い
0,ζ ……

巳45
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BATによる省エネ余地の国際比較

日本がリードするセクトラメレアプローチ

ぃ
］
　
　
　
¨
　
　
　
ｏ
　
　
　
『
　
　
　
詢

声炉メーカーにおける主要省エネ設備の普及率  各国が導入した日本の省エネ設備による削減効果
口日本  田中国t大手企璃こ霞莉  ロインド

発電 )

Cr∝ :Gtt T―
―

―
…

魏 1吉  コ→Д炉百スロJコ  転やカスB¶ コータス霊万↑日よ

留} いIC∞ l

高 IJ]ヽ PT百圧記こ
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製造に伴う環境負荷が低い素材

製造に伴う環境負荷が低い素材

(注 )連続鋳造は3か国とも高炉 電炉メー

カー等を含む (連続鋳造生産の合計■粗

銅生産の合計、2013年 時点)。 その他の

設備については、日本は2013年 度時

点、中国のコークス炉カス回収と転炉カス回
収は2013年 時点、CDQと TR刊よ2010年

時点、インドは2C100年時点。

(出所 )

日本 :日 本鉄鋼連盟 中国 :コ ークス炉力
・
ス′

転炉力
・
ス回収→中国銅鉄工葉協会

(CISA)『 中国鋼鉄工葉発展報告
2014』 、CDQ→ 冶金報 (2012′ 11′27)、

TRT→ 王維興 (中 国金属学会 )「2010年

重点鉄鋼企柔能耗述解 J『世界金属導

報』(2011′ 3′8)

イント:DirusiOn Of energy emcient

technofogies and C02 emission

「educttons in i「 on and steel s∝ to「(Odつ

etaI Energy Economics,Vo1 29,No 41

pp 868 886.2007〕 より、鉄違編集

■四艦 H「.

,Eと
"

出 ■ む ユ

CDOr〕―うスと壼電″貯aう 87 1_538
Sn 107a

■■イス■とGTCC 4S 1_402

L炉 OG■ 出 日 止 aら

建 皓 と B日 車 88

口中鉄鋼業環境保全・省エネ先造技術交流会(200

2日間田地域
連携

日印鉄鋼官民協力会合(2011-)

日ASE 鉄鋼官民
協力会合(201S― )

多国間違携
鋼

(200 010)

EPCO(2010～2013) ECO o014‐)
Coコ

ー

EN(10(-2009)

C02   COueCtion(2007～ )

IS014404業 の開発(2009～2013)

2013年3月 に発行

寒「  C02毎出量・暉早住計算方法」をB速し
…

観構
国際連携(、

、:ol'ld与 teel)

新口置住金 ③2015 NIPPON STEEL&SUMITOヽ IO METAL CORPORATION AJ Rュ ghts Reserved  22



③リサイクル性に優れた素材

■理龍隠亀L血

鉄調Щ品  <

マテリアル リサイクルの重要性

◎2015 NIPPON STEEL&SUMITOMO]ヽ IETAL CORPORATION A■ Rights Reserved  23

リサイクル性に優れた素材

鉄鋼資源

製鉄所

■四熱 崩 H腱 0 2015 NIPPON STEEL&SUMITOMO METAL CORPORATION Aと Rights Reserved  24



鉄金田製品のリサイクルの特徴
リサイ勿レ性に優れた素材

「無限のクローズ ドロループ ロリサイクル」

冨1

天然資源

代 環境価値

ダウンサイクル

(他素材代替)

有限のリサイクル

○最終的には廃棄される無限のクロースド・ガレープロリサイクガレ

○製品がEnd of Lifeを迎えても、鉄の命は終わつていない → (環境)価値を有する

○スクラップは再び鉄鋼プロセスに帰り、新たな鉄鋼製品に蘇る中■何度でも。

■盟鳳 “
◎2015 NIPPON STEEL&SUヽ 1:ITOⅣIO METAL CORPORATION A■ Rights Reserved  25

リサイクル性に優れた秦材

鉄鋼フロー (2010年度実績 )

鉄源 鉄鋼プロセス 鋼材需要家 社会 End of Life

製品寿命
は終わつて

も鉄鋼素材
は甦る

台
差分 (+2.9)力く

社会蓄積変化

2006FY:13.04→ 2010FY:13.21億 t

容器15
二次製品28
自動車104
造船・機械112

建築131

土木69
その他46

容器12
二次製品36
自動車30
造船・機械79

建築36
土木47
その他41

(燃料代替)

イク

製品の

End of Life

素材の

End of Life

素材製造
プロセス

工業製品
プロセス

珀

k⌒

在庫…2.8

鉄鉱石 銑鉄82.9

鋳物 3.8

国内ス トツク

31.0

輸出22.3

輸入 2.8

輸出43.4

輸入5.0

｀

|。

ア

転炉86.3

一

鋼材出荷

95。 3

う

電炉24.5

国内供給

56.9

自家スクラップ14.2
老廃スクラッフ

C28,1

■報剛贈也旧i■
0 2015 NIPPON STEEL&SUMITOMOヽ IETAL CORPORttTION A■ Rights Reserved  26



リサイクル性に優れた素材

鉄金円材料のリサイクル率
国内鉄鋼製品供給 (百万t)

国内鋼材供給±鋼材輸出入―加エスクラツプ
老廃スクラツプ

発生/回収 (百万t)

リサイクル率
(スナップショット)

鉄鋼社会蓄積
(億t)

2006               39.0

2007               37.8

2008               33,9

2009               35,5

2010               31.0

2011               33.0

自動車用鋼材のリサイクル率 (台数ベース)

28.2

29,6

30,1

22.5

28。 1

26.1

79%

83%

90%

90%

92%

83%

13.03

13.11

13.15

13.18

13.21

13.28

単位 |千台

中古車輸出b 生′450    730     838     858

c=a― b

b

中古車輸出

全部利用

シュレッゲーゆ 中鉄スクラップ ゆ

前年末保有台数

当年新車販売

当年末保有台数

自り法処理台数d

乖雄c‐d

百万t

1800

75,720

5,080

75,530

75,530

4,610

75,330

75,300

4,960

75,360

75,360

4,210

75,670

中中

鉄源

国内・海外

3,720

100

3,575    3,970 2,860

182

リサイクル率96  97.4  87,6  97.0  94.0

■ 新日饂住金

データ出奥 :自 工会、貿易統計、自動車リサイクル促進センター
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リサイクル性に優れた素材

世界の粗鋼生産量推移

1600

1400

1200

1000

800

600

400

200

)―
― マンショック

冷戦終結

第二次石油危機

第一次石油危機

ヨ∃ヨ∃昼彗毬昼昼ヨ蟄』ヨBΞ 昌∃ヨ昌ヨ至ヨヨ∃ロヨヨヨヨБ彗昼番塁ヨロヨ魯∃目毬避魯∃目昌貴負罠目昌
0

1 2008年
2009年

+2010年 +2011年

自り法処理

自動車解体

2013:現 在

世界人口:72信人

世界粗鋼生産量161億t

2050年の世界粗鋼生産予測

R「FE

IEA

約22億t

約29億t

1990:京 都議定書基準年
世界人口:53億 人

世界粗鋼生産量77億 t

1974:第 一次石油危機後

世界人口:40億人

世界粗鋼生産量71億 t

1913:第 一次大戦前
世界人口:171志人
世界粗字円生産量081意t

1950:第 二次大戦後

世界人口:25億人

世界粗字円生産量19億t

第二次世界大戦第一次世界大戦

世界恐慌

■ 新日鍮住金 C2015 NIPPON STEEL&SUMITOⅢ 10ヽIETAL CORPORATION AⅡ  Rigits Rese」ved  23



世界の鉄鋼循環と鉄鋼蓄積 (2011年 )

リサイクル性に優れた素材

ton

峰 te(引 OS9

社会蓄積

エッフェル塔(1889):約 (錬鉄 )

東京タワー(1958): (鋼製 )

ヾ

sヽ
88

■転炉

■電炉

8(

lron Scrap

iron Consumpdon

1679(1566)M

'OIn0

′。
っ

″
8ulidina

、         PubliC WOfkS

Nobuhiko Takamatsuj et al “Steel Recycling Ci「 cuitin the Worid"

アetsυ―どο―卜Vagattθ  100 6(2014):740-749に逆挙記

お 盟 舞焦ヨ̈ H担

世界の製法別粗鋼生産の推移

⑥2015 NIPPON STEEL&SUMITOMO METAL CORPO馳 TヽION tt Rights Reserttd  29

リサイクル性に優れた素材

69B70/0
69B10/0

65日 70/0

GGE90/O G7日 1°/0
70日10/0

65日1眺

G3E00/0

62E50/0
03.00/0

61.6‰ 82E20/0

19ち

00   01   02   03    04   05   06   07   08   09    10    11

出所:wottdsteel※数値は生産量に占める割合

世 界 日本

億 t t/人 億 t t/人

2005年 184 2.8 13.0 10.2

2011年 251 3.6 13.3 10.4

1870-2011
累積生産量

鋭鉄 :345億 t

粗鋼 :468億 t

豊円材供給
12.1億 t

ど鶴温臨 14t,At
0 2015 NIPPON STEEL&SUMITOWIO METAL CORPORATION A■ Rights Reserved  30



Life Cycle Thinkingの重要性

■堅鶏餌亀“
⑥2015 NIPPON STEEL&SUMITOMO METAL CORPORATION A■ Rights Reserved  31

ライフサイクル1断面のみによる評価例 :自 動車燃費
G贈礎 ∞ rp留 側酌田吐 noШHZedto NEDC Taitpipe Enlissions Standards are Becorィ ling
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 Across the Globe
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環境規制による軽量素材の採用拡大 (樹脂 )

三
井
化
学
は
合
成
樹
脂
い」金
属
を
組
み
合
わ
せ
朗
板
よ
り
７
割
櫂
い
自
動
車
向
け
材

料
を
開

発
し
た
。
２
０

１
７
年
度

に
実
用
化
す

る
。
世
界
で
熔
費
用
制
の
強
化
が
予
定

さ
れ
る
中
、
自
動
車
の
軽
量
化
の
要
望
に
応
え
る
。
写
部
興
距
や
住
皮
化
学
も
樹
脂
を

使
い
、
金
属
に
代
わ
る
材
料
の
開
発
を
進
め
て
い
る
．
自
動
車
が
軽
く
な
れ
ば
、
利
用

告
の
燃
料
費
の
負
扱
軽
馘
に
も
つ
な
が
り
そ
う
だ
６

三
井
化
学
が
開
発
し
た
材

樹
脂
と
金
属
を

一
体
成
型

醐卵難耐酵翔本
（な腸
峰

の
１
）
メ
ー
ト
ル
単
位

の
穴

を
多

く
開
け
る
。
そ

こ
に
パ

ン
パ
ー
な
ど
に
用
い
る
ポ

リ

プ

ロ
ピ
レ
ン
な
ど
の
樹
脳

を

流
し

一
体
威
型
す
る

。

異
な
る
索

材
を
組

み
合
わ

せ
る
と
、
強
度
が
確
保

し
に

が
有
効
だ
。
極
め

て
高
い
強

度
が
求
め
ら
れ
る
骨
悟
部
材

や
、

一
度
の
プ
レ
ス
で
生
産

で
き
る
工
程
が
円
単
な
も
の

を
除
き
、
日
脂
を
用
い
た
複

合
材

の
利
用
が
進
む
可
能
性

雷

角
今
催
、
自
動
車

へ
の
採
用

が
進
む
に
は
、
臭
な
る
爵
材

を
超

み
合
わ
せ
た
部
材
の
耐

久
性
な
ど
の
評
価
や
基
準
作

り
が
課
題
に
な
り
そ
う
だ
。

ヨ弁化辞
ンート、【ダッシュポード、
ドアなド

『
)骨 |ユみ

騨 牌

房萬望霜
墨仮

低
燃
費
車
、新
素
材
で
道

比

で
く
く
な
る
こ
金
属

の
細
か
な

穴

に
箇
脂
が
入
り
込

み
固
ま

る

こ
と
で
強
く
犠

合
で
き
る

と
い
う
ｃ

外
頼

の
他
、
計
器
盤
や

ド

ア
、

シ
ー
ト
な
ど

の
骨
超

み

で
使

え
る
と
み
て

い
る
。
鋼

板
で
は
多

く
の
静
接
を
し
な

く
て
は

い
け
な
い
複
雑

な
形

の
部
材
も

一
度

に
成
型

で
き

る
た
め
、
舗
材

に
よ

っ
て
は

コ
ス
ト

も
御

え
ら
れ
る
。

三
井

化
学
は
車
向

け

の
高

機
能
材

料
を
成
長

の
け
ん
引

級

に
す
る

山
ガ
ラ

ス
は
縫

や

炭
素
繊
維
を
使

っ
た
複
合
材

料

も
開

発
し

、

２。
年
度

こ
ろ

に
車

向
け
材
料

の
営
業
利

益

を

１１
年
度
予

想
よ

り
４
割
多

い
４
０

０
億

円

に
引
き
上

げ

る
。し

の
化
学
大

手

も
車

を
軽

く
す
る
材
料

に
取
り
趣
ん

で

い
る
。
宇
部
集

繭
は
陵

景
構

維

と
ナ
イ

ロ
ン
樹
脂
な

ど
を

組

み
合

わ

せ
た
踏
槙

材
を
開

発
、
朗
版
よ
り

ｒｉ
罰
軽

く
で

き
る
。
住
友
化
学

は

ハ
イ
プ

リ

ッ
ド
車

や
電
気

自
酌
車

の

電
子
制
御
基

板
を
保

護

す
る

日
脂
材

料

で
、
ア
ル

ミヽ
台
金

嶋

駆

脇

弊

呻
翻

一

帝大

ドア、タッシユ
ポードの電姜部傷

新材料を2017年圧に市

'a投
入 丁る 〔車の シー

ト用部材の試作品 )
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一鼻
化
学
鋼
板
よ
り
７
割
軽
く

2014年 9月 13日 日本経済新聞

■盟線 孟 HЩ

BMW investsin carbon fiberfor use

bevondiand M modeis
Auto blog

By Jonathon Ramsey
Posted h′ lay 13th 2014

Admittedly,this was always the plan from the beginningithe i brand conlmunications manage「 te‖ ing

AvrOb′OgGreer,WEvery idea,every technology】 every revoludon or new matettalthat we came up whh for BMIⅣ  i

eventua‖y had to enable the rest ofthe BM1/VG「 oup /ヽVhich means,yes,
W This latestinvestment previews a road map to those carbon

fiber parts like wheels,seatframes and steering wheels that BMVV showed ofF atits innovation Days earlierthis

year,those CFRP wheels potentia‖ y hitting the marketin a year orふ Ⅳo

■ 新口歯住金 0 2015 NIPPON STEEL&SUMITOMO METAL CORPORATION A■ Rights Reserved  34



Life Cycie Thinkingの 重要性

○使用時の環境負荷
+

O製造時の環境負荷

○リサイクルによる環境負荷軽減効果

車両燃費規制のみの考え方

車体を軽くすれば走行時のC02は削減できる

一素材製造やリサイクルによるC02は ?

C02排出重

詠↑
少
な

↓

製造～素材リサイクルまでを考慮

走行段階(車両燃資)に力lえ 、素材の製造やリサイ

クルを含むライフサイクル全体で考えることが必要

CO

謝
吟

■理龍餌也_1

[汎用製品にとつてのエコマテリアルの条件]

・環境負荷低減や省エネに貢献     □
B製造に伴う環境負荷が低い      □
・リサイクル性に優れる        □
口量産性、加工性、経済性に優れる    □

拍

◎2015 NIPPON STEEL&SUMITO"IO METAL CORPORATION A■ RlgL19 Resepred  35

鉄鋼材料は「エコ素材」の

必要条件を満たす

r●♂,",y″

い

軽
しヽ↓

従来鋼板の車体  八イテンの草体  軽量他素材の車体           従来鋼板の車体  八イテンの革体  軽量他素材の草体

■■車両走行時のCOP排出重                           ■■車両走行日ものCO,排 出■  ■■製造時のCOP排出題・

・棄材リサイクル効果を含む

走行時のみの C02排出量の比較 (左 )と 自動車 LCAでの排出量の比較(右 )

WondAutoSteel(世 界鉄調協会の自動車分料会 )公表データに基づき作成

Are S+eeI Produc+s Eco― ma+erinls?
[エコマテリアルとは byエコマテリアル・フォーラム]

優れた特性・機能を持ちながら、より少ない環境負荷で製造 B使用・リサイクルまたは

廃棄でき、しかも人に優しい材料 (または材料技術)で、以下のどれか一つまたは複

数にあてはまる材料

・有害物質の拡散が抑えられる
口温暖化物質などの排出が減らせる
・汚染を防止して浄化できる
日資源・エネルギー消費が減らせる
日埋立・焼却量が減らせる
口循環利用がしやすくなる

Ｏ

◎

０

◎

◎

◎
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